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た
だ
い
ま
ご
紹
介
に
あ
ず
か

り
ま
し
た
北
海
道
北
見
市
長
の

辻
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
ず
も
っ
て
、
本
年
、
日
本

各
地
で
発
生
い
た
し
ま
し
た
集

中
豪
雨
や
台
風
等
の
自
然
災
害

で
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
日
は
、
全
国
道
路

利
用
者
会
議
第
72
回
全
国
大
会

が
、
全
国
各
地
か
ら
北
海
道
に

多
く
の
皆
様
に
お
集
ま
り
を
い

た
だ
き
開
催
さ
れ
る
中
、
こ
の

よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
場
を
お

借
り
い
た
し
ま
し
て
、

簡
単
に
北
見
市
の
概
要

に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
北

見
市
は
平
成
18
年
３
月

に
旧
北
見
市
、
端
野
町
、
常
呂

町
、
留
辺
蘂
町
の
１
市
３
町
が

合
併
し
て
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。
北
海
道
の
東
部
に
位
置
す

る
人
口
約
11
万
４
千
人
の
町

で
、
大
雪
山
の
麓
か
ら
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
沿
岸
に
至
る
道
路
延
長

は
、
東
京
か
ら
箱
根
ま
で
の
距

離
に
相
当
す
る
約
１
１
０
キ

ロ
も
あ
り
、
東
京
23
区
の
約

２
・
３
倍
、
岐
阜
県
高
山
市
、

静
岡
県
浜
松
市
、
栃
木
県
日
光

市
に
次
ぐ
全
国
４
位
の
行
政
面

積
を
有
す
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
域

の
中
核
都
市
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
量
日
本
一
を
誇

る
玉
ね
ぎ
な
ど
の
農
作
物
や
全

国
有
数
の
品
質
を
誇
る
ホ
タ
テ

な
ど
の
海
産
物
を
は
じ
め
、
１

次
産
業
が
盛
ん
で
、
近
年
で
は

カ
ー
リ
ン
グ
女
子
日
本
代
表
と

し
て
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銀

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
ロ
コ
ソ
ラ

ー
レ
の
活
躍
も
あ
り
、
２
つ
の

通
年
型
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
が

あ
る
「
カ
ー
リ
ン
グ
の
町
」
と

し
て
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
機
会
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
お

越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
本
題
に
戻
り
ま

し
て
、
２
点
ほ
ど
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
１
点
目
は
、
高
規
格
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
で

あ
り
ま
す
。
本
年
８
月
、
道

央
圏
と
道
東
圏
を
結
ぶ
国
道

２
７
４
号
日
勝
峠
が
、
大
雨
に

よ
る
土
砂
流
入
等
に
よ
る
被
災

の
た
め
、
通
行
止
め
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
際
、
平
行
す
る
道

東
自
動
車
道
に
は
、
通
行
無
料

で
、
人
や
物
の
流
れ
の
確
保
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

だ
き
、
や
は
り
、
災
害
時
に
頼

り
に
な
る
の
は
高
規
格
道
路
で

あ
る
と
改
め
ま
し
て
、
強
靭
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
を
再

認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
私
ど
も
の
オ
ホ
ー
ツ

ク
圏
域
で
は
、
全
国
の
約
４
割

に
当
た
る
玉
ね
ぎ
を
生
産
し
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
輸
送
を
担

う
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
通
称
「
玉
ね
ぎ

列
車
」
が
減
便
さ
れ
る
中
、
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
へ
の
依
存
度
は
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、
我
が

国
の
食
料
供
給
基
地
で
あ
る
北

海
道
か
ら
農
産
物
を
迅
速
で
安

定
的
に
全
国
の
消
費
地
へ
共
有

で
き
る
高
規
格
道
路
の
果
た
す

役
割
は
、
と
て
つ
も
な
く
大
き

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
申
し

上
げ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

本
道
の
強
み
は
、
言
わ
ず
も

が
な
「
食
」
と
「
観
光
」
で
あ

り
ま
す
が
、
広
域
分
散
型
の
本

道
に
お
い
て
、
こ
の
宝
を
活
か

し
な
が
ら
、
今
後
も
継
続
し
て

発
展
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に

は
、
物
流
の
効
率
化
、
空
港
、

港
湾
等
物
流
拠
点
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
の
向
上
と
い
っ
た
経
済
面

の
み
な
ら
ず
救
急
搬
送
や
災
害

発
生
時
の
緊
急
輸
送
を
担
う
命

の
道
と
し
て
も
、
地
域
間
を
つ

な
ぐ
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
道
内
の
高

規
格
道
路
の
整
備
は
着
実
に
進

ん
で
は
い
る
も
の
の
、
残
念
な

が
ら
、
全
国
に
比
べ
て
大
変
大

き
く
立
ち
後
れ
て
お
り
、
各
圏

域
の
中
核
都
市
で
あ
る
本
市
も

含
め
、
函
館
市
、
釧
路
市
、
稚

内
市
な
ど
は
、
札
幌
市
と
未
だ

つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、
道
内
に

解
消
す
べ
き
多
く
の
ミ
ッ
シ
ン

グ
リ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
期
形
成
に
向
け
、
国
の

最
大
限
の
ご
支
援
を
強
く
お
願

い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
対
策
で
あ
り
ま
す
。
高
度

経
済
成
長
期
以
降
、
集
中
的
に

整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
は
、
そ

の
老
朽
化
が
急
速
に
進
行
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

道
路
の
橋
梁
を
例
に
挙
げ

ま
す
と
、
令
和
３
年
度
末
現

在
で
、
道
内
の
全
橋
梁
約

３
万
１
千
橋
の
内
、
修
繕
等
の

措
置
が
必
要
な
橋
梁
が
、
約

４
千
５
百
橋
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
措
置
が
完
了
し
た
も
の

は
、
２
割
に
満
た
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
は

喫
緊
の
課
題
で
は
あ
り
ま
す

が
、
私
ど
も
市
町
村
に
と
り
ま

し
て
も
、
必
要
な
財
源
を
ど
の

よ
う
に
確
保
し
て
い
く
か
が

最
大
の
課
題
だ
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
道
路
の
橋
梁
、
ト
ン
ネ

ル
、
舗
装
等
の
老
朽
化
対
策
の

推
進
な
ど
、
修
繕
等
の
措
置
が

長
期
安
定
的
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
新
た
な
財
源
の
創
設
及
び

必
要
な
予
算
の
確
保
に
向
け
、

国
の
最
大
限
の
ご
支
援
を
強
く

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

道
路
の
持
つ
ス
ト
ッ
ク
効
果

を
最
大
限
に
発
現
さ
せ
、
継
続

す
る
た
め
に
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年

加
速
化
対
策
」
に
お
い
て
、
道

路
予
算
が
確
保
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
５
か
年
加
速
化
対
策
後

に
お
き
ま
し
て
も
、
通
常
予
算

と
は
別
枠
で
の
予
算
・
財
源
を

安
定
的
に
確
保
し
て
い
く
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

本
日
、
お
集
ま
り
の
皆
様
と

と
も
に
、
し
っ
か
り
と
力
を
合

わ
せ
、
道
路
関
係
予
算
の
さ
ら

な
る
拡
充
に
つ
き
ま
し
て
、
全

力
で
訴
え
続
け
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
国
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

の
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
、
私
か
ら
の
意
見
発
表
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

西
日
本
、
宮
城
県
道
路
公
社

は
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
に
集

中
し
て
い
る
観
光
需
要
を
平

準
化
す
る
観
点
か
ら
、
高
速
道

路
観
光
周
遊
割
引
（
「
周
遊
パ

ス
」
）
を
平
日
の
み
の
利
用
期

間
で
申
込
み
の
う
え
利
用
し
た

場
合
、
周
遊
パ
ス
販
売
価
格
の

15
％
分
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
を
追
加

付
与
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

平
均
約
３
割
得
に
利
用
で
き
る

周
遊
パ
ス
が
、
合
計
で
約
４
割

得
と
な
る
。

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

社
会
資
本
整
備
審
議
会　

道
路

分
科
会　

国
土
幹
線
道
路
部
会

の
「
中
間
答
申
（
２
０
２
１

年
８
月
４
日
付
け
）
」
に
お

い
て
、
繁
忙
期
を
中
心
に
激
し

い
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
状
況

や
、
観
光
需
要
を
平
準
化
す
る

取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
「
観
光
周
遊
の

促
進
を
目
的
と
し
て
、
一
定
の

エ
リ
ア
内
を
乗
り
放
題
と
す
る

料
金
割
引
の
拡
充
」
に
つ
い
て

提
言
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
実

施
す
る
と
し
て
い
る
。

《
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
内
容
》

　

高
速
道
路
会
社
各
社
が
販
売

す
る
周
遊
パ
ス
を
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
期
間
の
う
ち
平
日
の
み
の

利
用
期
間
で
申
込
み
の
う
え
利

用
し
た
場
合
、
周
遊
パ
ス
販
売

価
格
の
15
％
分
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ

レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト

を
追
加
付
与
す
る
。

※
申
込
み
さ
れ
た
利
用
期
間
が

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
含
む
場

合
は
、
実
際
の
利
用
期
間
が
平

日
の
み
で
あ
っ
て
も
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

※
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は

通
常
付
与
さ
れ
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ

レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト

に
加
え
て
、
更
に
15
％
分
の
Ｅ

Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
の

ポ
イ
ン
ト
を
追
加
付
与
す
る
。

《
対
象
と
な
る
周
遊
パ
ス
》

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
中
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日

本
が
販
売
す
る
周
遊
パ
ス
（
ツ

ー
リ
ン
グ
プ
ラ
ン
を
含
む
）
が

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
と
な

る
。

　

周
遊
パ
ス
は
、
各
社
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
で
確
認
を
。

《
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
》

　

令
和
４
年
11
月
７
日
（
月
）

か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日

（
金
）
（
そ
の
間
に
実
施
期
間

が
終
了
す
る
周
遊
パ
ス
の
場

合
、
当
該
周
遊
パ
ス
実
施
期
間

終
了
日
）
ま
で
。

《
利
用
方
法
》

▽
周
遊
パ
ス
を
利
用
し
て
走
行

す
る
前
ま
で
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ

ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
す
る

（
す
で
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
場

合
、
新
た
な
登
録
は
不
要
。
ま

た
、
ポ
イ
ン
ト
の
追
加
付
与
を

受
け
る
た
め
の
特
別
な
手
続
き

は
必
要
な
い
）
。

▽
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ

ス
に
登
録
し
た
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド

を
準
備
し
、
当
該
カ
ー
ド
で
高

速
道
路
会
社
各
社
が
販
売
す
る

周
遊
パ
ス
に
申
込
み
の
う
え
、

周
遊
パ
ス
の
所
定
の
条
件
に
従

い
利
用
す
る
（
既
に
今
回
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
要
件
を
満
た
し

て
申
込
み
し
て
い
る
場
合
、
改

め
て
の
申
込
み
は
不
要
）
。

▽
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
要
件
を
満

た
す
場
合
に
は
、
利
用
月
の
翌

々
月
20
日
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

す
る
。

※
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
追

加
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は
通

常
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
と
付

与
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
。

　

最
近
、
コ
ロ
ナ
過
以
前

と
ま
で
は
い
か
な
い
に
し

て
も
、
道
路
を
使
用
し
た

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
復
活
・

再
開
し
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
中
に
は
高

速
道
路
を
使
用
す
る
大
会
も
あ
る
と
聞

く
。
こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き

て
い
る
の
も
、
道
路
管
理
者
や
道
路
を
利

用
す
る
者
が
適
切
な
維
持
管
理
し
、
そ
れ

を
適
切
に
利
用
し
て
い
る
道
路
が
あ
っ
て

こ
そ
で
あ
る
。
道
路
は
経
済
・
国
民
生
活

を
支
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
等
が
開
催
で
き
て
い
る
こ
と

を
し
っ
か
り
と
認
識
す
る
こ
と
で
、
違
う

形
で
の
恩
恵
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
る
も

の
と
感
じ
る
。

　

し
か
し
、
一
方
、
近
年
の
日
本
で
は
地

球
温
暖
化
の
負
の
影
響
な
の
か
災
害
の
激

甚
化
・
頻
発
化
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
今
年
も
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
や

記
録
的
な
大
雨
が
相
次
い
だ
。
日
本
各
地

で
は
道
路
を
含
め
た
イ
ン
フ

ラ
施
設
へ
の
甚
大
な
被
害
が

頻
発
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
３
月
16
日
に
宮
城

県
を
中
心
と
し
た
東
北
地
方

で
福
島
県
沖
を
震
源
と
し
た
震
度
６
強
の

地
震
、
６
月
19
日
に
石
川
県
能
登
地
方
を

震
源
と
し
た
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
す

る
な
ど
地
震
で
も
、
道
路
を
含
め
た
イ
ン

フ
ラ
施
設
で
も
被
害
が
出
て
い
る
。
南
海

ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
は
、
今
後

30
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
が
70
％
と
高

い
数
字
で
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
地
震
の
経
験
を
と
お
し
て
、
改
め
て
身

近
に
迫
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
認
識

さ
せ
ら
れ
た
。
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。

　

政
府
は
10
月
28
日
に
「
物
価
高
克
服
・

経
済
再
生
実
現
の
た
め
の
総
合
経
済
対

策
」
を
、
11
月
８
日
に
は
そ
れ
を
盛
り
込

ん
だ
令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
を
そ

れ
ぞ
れ
閣
議
決
定
し
た
。
本
補
正
予
算

に
は
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推

進
」
及
び
「
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
の
加
速
」
等
に
必
要
な
政
策
・
経
費

等
が
計
上
さ
れ
て
い
る
と

聞
く
。
特
に
「
物
価
高
克

服
・
経
済
再
生
実
現
の
た

め
の
総
合
経
済
対
策
」
で

は
、
資
材
価
格
の
高
騰
等

踏
ま
え
た
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靭
化
の
取
組
の
み
な
ら
ず
、
更
な

る
取
組
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
次
期
基

本
計
画
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
来
年
度
以
降
の
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
に
向
け
て
の
前
進
だ
と
捉
え
た

い
。
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推

進
」
等
を
進
め
る
た
め
に
は
、
災
害
に
強

い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
確
保
や
老

朽
化
対
策
を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
実
現
に
高
規
格
道
路

の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
、
高
規
格

道
路
と
代
替
機
能
を
発
揮
す
る
直
轄
国
道

と
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
等
が

進
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
施
策
を

着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
令
和
４

年
度
第
２
次
補
正
予
算
の
み
な
ら
ず
、
令

和
５
年
度
予
算
に
お
い
て
も
、
必
要
と
な

る
規
模
の
予
算
を
確
実
に
措
置
す
る
こ
と

で
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
を
着
実

に
進
め
て
欲
し
い
も
の
だ
。

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の

着
実
な
推
進
を

【工事通行止め】
◇首都圏中央連絡自動車道　久喜白岡JCT ～神崎IC
　11月21日（月）～ 11月28日（月）　各日20：00 ～翌5：00
　12月５日（月）～ 12月９日（金）　各日20：00 ～翌5：00
◇横浜横須賀道路　逗子IC
　11月21日（月）～ 11月22日（火）　各日21：00 ～翌6：00
　11月28日（月）～ 12月５日（月）　各日21：00 ～翌6：00
　12月12日（月）21：00 ～ 14日（水）6：00
　令和５年１月10日（火）～令和５年１月16日（月）　各日21：00～翌6：00
　令和５年１月20日（金）～令和５年１月30日（月）　各日21：00～翌6：00
　令和５年２月６日（月）～令和５年２月15日（水）　各日21：00～翌6：00
　令和５年２月27日（月）～令和５年3月９日（木）　各日21：00～翌6：00
◇中央自動車道　内津峠PA（下り）
　12月3日（土）～ 12月４日（日）　各日21：00 ～翌5：00
◇西名阪自動車道　松原JCT ～天理IC
　11月28日（月）～ 12月3日（土）　各日20：00 ～翌6：00
◇阪神高速14号松原線　大堀出口～松原JCT（下り）
　11月28日（月）～ 12月3日（土）　各日20：00 ～翌6：00
◇山陽自動車道　龍野IC入口（上り）
　12月５日（月）～ 12月10日（土）　各日20：00 ～翌6：00
【リニューアル工事】
◇東名高速道路　大井松田IC ～御殿場IC（下り）
　令和５年１月10日（火）5：00～令和５年3月24日（金）24：00
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（日本ハム・DeNA・西武）

森本稀哲

そ
の
先
の
〝
み
ち
〟
へ
全
力
疾
走

～
ど
こ
に
も
チ
ャ
ン
ス
は
転
が
っ
て
い
る
～

― 販売価格の15%のポイント追加付与を実施 ―

NEXCO東日本「ドラ割」
　https://www.driveplaza.com/etc/drawari/
NEXCO中日本「速旅」
　https://hayatabi.c-nexco.co.jp/
NEXCO西日本「みち旅」
　https://www.michitabi.com/roundtour/

　

台
風
14
号
に
伴
う
大
雨
に
よ

り
、
国
道
３
２
７
号
の
宮
崎
県

東
臼
杵
郡
諸
塚
村
大
字
七
ツ
山

地
内
に
お
い
て
、
道
路
崩
壊
の

被
害
が
発
生
し
、
全
面
通
行
止

め
が
継
続
し
て
い
る
が
、
応
急

復
旧
に
は
高
度
な
技
術
力
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
宮
崎
県
よ
り

国
に
対
し
、
権
限
代
行
に
よ
る

応
急
復
旧
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
早
期
の
通

行
止
め
解
除
に
向
け
、
国
道

３
２
７
号
の
１
車
線
を
確
保
す

る
応
急
復
旧
に
つ
い
て
は
、
高

度
な
技
術
力
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
国
の
権
限
代
行
に
よ
る
災

害
復
旧
事
業
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

今
後
、
現
地
の
地
質
調
査
結

果
等
を
踏
ま
え
、
仮
橋
等
に
よ

る
応
急
復
旧
に
着
手
し
、
早
期

の
片
側
交
互
通
行
で
の
交
通
解

放
を
目
指
し
て
い
る
。

【
直
轄
代
行
の
概
要
】

　

国
道
３
２
７
号　

宮
崎
県
東

臼
杵
郡
諸
塚
村
大
字
七
ツ
山
地

内
（
応
急
復
旧
の
実
施
）

国
道
３
２
７
号
の
早
期
復
旧
に
向
け

国
の
権
限
代
行
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
（
応
急
復
旧
）
に
着
手

平均約３割お得な周遊パスを
平日の利用のみ合計で
約４割お得に拡充

高速道路の主な工事に伴う通行止め・規制情報


